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11
・
１
オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
５

白
衣
宣
伝
に
注
目
集
ま
る

ＯＣＴ保険
外し問題の
動画はコチ
ラ

　

不
法
滞
在
者

ゼ
ロ
プ
ラ
ン
は

出
入
国
在
留
管

理
庁
が
２
０
２

５
年
５
月
、「
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
外
国
人
に
よ
り
国
民
の

安
心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
不

法
滞
在
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

外
国
人
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
」

と
し
て
始
ま
っ
た
。
強
制
退

去
が
確
定
し
た
外
国
人
を
、

２
０
３
０
年
末
ま
で
に
半
減

さ
せ
る
と
い
う
。
３
カ
月

で
、
係
官
が
同
行
す
る
国
費

で
の
強
制
送
還
が
昨
年
同
期

に
比
べ
倍
増
。
日
本
で
育
っ

た
子
が
送
還
さ
れ
た
り
、
親

子
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
ケ

ー
ス
が
起
き
て
い
る
。「
ク

ル
ド
人
が
多
く
住
む
埼
玉
で

地
域
社
会
と
摩
擦
が
起
き
、

国
民
の
不
安
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
な
ど
の
政
府
の
認
識

が
あ
る
。
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
に
対

し
て
は
日
本
弁
護
士
連
合
会

が
「
国
民
の
安
全
・
安
心
に

何
ら
脅
威
を
与
え
ず
、
か
つ

保
護
さ
れ
る
べ
き
外
国
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
高

く
、
国
際
人
権
法
に
反
す

る
」
と
批
判
。「
非
正
規
滞

在
者
＝
治
安
悪
化
の
要
因
」

と
い
っ
た
誤
っ
た
認
識
の
固

定
化
を
招
き
か
ね
な
い
、
と

も
指
摘
し
た
。
国
が
率
先
し

て
排
外
主
義
を
進
め
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
。 

（
Ｙ
）

医
療
の
手
当
こ
そ
国
の
仕
事

医
療
の
手
当
こ
そ
国
の
仕
事

　

私
は
国
と
い
う
も
の
に
少

し
で
も
存
在
意
義
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
最
低
限
国
民
の
生

命
・
健
康
・
財
産
を
守
れ
！

と
強
く
主
張
す
る
者
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
型
落
ち

の
武
器
を
買
う
の
が
国
防
な

の
か
、
米
不
足
の
折
に
減
反

政
策
を
推
進
す
る
の
が
国
家

百
年
の
計
な
の
か
。
そ
う
で

は
な
か
ろ
う
。
医
療
の
切
り

捨
て
を
許
さ
ず
、
医
療
現
場

の
人
材
を
守
り
、
医
療
が
必

要
な
人
に
医
療
を
提
供
す

る
。
そ
の
手
当
て
こ
そ
が
国

の
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
我

々
は
診
療
報
酬
の
大
幅
ア
ッ

プ
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

「
武
器
で
は
な
く
社
会
保
障

に
こ
そ
税
金
を
使
え
！
」
こ

れ
が
我
々
の
総
意
で
あ
る
。

　

厚
労
省
は
11
月
12
日
、
事
務
連
絡
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を

基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
の
移
行
に
つ
い
て
」
を
発
出
し

た
。
受
診
時
に
被
保
険
者
資
格
が
有
効
で
あ
れ
ば
、
全
て

の
公
的
保
険
（
国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
社
会
保

険
）
で
、
従
来
の
健
康
保
険
証
で
も
資
格
確
認
を
可
能
と

す
る
。
暫
定
措
置
は
２
０
２
６
年
３
月
末
ま
で
。

想
定
し
、
資
格
確
認
が
で
き

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
10
割
負

担
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
事

態
な
ど
を
避
け
る
た
め
、
政

府
に
よ
る
今
回
の
暫
定
措
置

の
発
出
と
な
っ
た
。

　

医
療
機
関
で
は
、
患
者
が

従
来
の
健
康
保
険
証
し
か
持

参
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合

　

12
月
に
は
社
会
保
険
も
含

め
従
来
の
健
康
保
険
証
の
有

効
期
限
切
れ
を
迎
え
る
。
新

た
な
保
険
資
格
の
確
認
方
法

が
広
く
国
民
に
周
知
徹
底
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

12
月
以
降
も
従
来
の
健
康
保

険
証
を
持
参
す
る
患
者
も
多

く
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
を

に
、
被
保
険
者
番
号
を
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム

で
照
会
す
る
な
ど
し
た
上

で
、
そ
の
患
者
の
所
定
の
負

担
割
合
で
支
払
い
を
求
め

る
。
た
だ
、
オ
ン
資
シ
ス
テ

ム
で
の
資
格
確
認
は
未
だ
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
協
会
は
従

来
の
健
康
保
険
証
の
復
活
を

引
き
続
き
求
め
て
い
る
。

　

集
会
で
は
、
兵
庫
県
保
険

医
協
会
の
西
山
裕
康
理
事
長

保
険
あ
り
て
医
療
な
し

保
険
あ
り
て
医
療
な
し

　

集
会
で
の
基
調
報
告
、
近

畿
圏
内
各
地
か
ら
の
病
院
統

廃
合
に
対
す
る
取
り
組
み
、

い
ず
れ
も
「
保
険
あ
り
て
医

療
無
し
」
を
地
で
行
く
始
末

で
あ
る
。
即
ち
医
師
が
減

り
、
病
床
は
削
減
さ
れ
、
統

廃
合
に
よ
り
身
近
な
場
所
に

病
院
が
な
く
な
り
…
。
政
治

の
不
作
為
ど
こ
ろ
か
政
府
が

積
極
的
に
医
療
を
潰
し
に
掛

が
病
床
削
減
、
公
的
病
院
の

統
廃
合
、
低
診
療
報
酬
の
問

か
っ
て
い
る
証
左
で
あ
る
。

　

大
阪
狭
山
社
保
協
の
橋
本

啓
修
会
長
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
、
大
阪
狭
山
市
か
ら
の
近

大
病
院
の
全
面
撤
退
問
題
。

そ
の
後
、
南
河
内
医
療
圏
で

は
、
三
次
救
急
・
災
害
拠
点

病
院
が
な
く
な
る
。
南
河
内

の
医
療
を
守
る
た
め
に
７
年

も
の
間
、
80
回
を
超
え
る
署

名
宣
伝
活
動
、
大
阪
府
・
近

大
へ
の
署
名
・

要
望
書
提

出
、
懇
談
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
の
こ
と
。

　

私
が
河
内
長
野
市
内
で
勤

務

し

て

い

た

頃
（

15

年

前
）
、
週
２
回
、
河
南
町
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
往

診
に
出
掛
け
て
い
た
。
今
思

え
ば
、
近
隣
に
往
診
を
依
頼

で
き
る
病
院
や
診
療
所
が
無

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
域

の
困
難
は
昨
日
、
今
日
始
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
も
参
加
す
る
近
畿
総
決
起
集
会
実

行
委
員
会
が
２
０
２
５
年
11
月
１
日
、
オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ

ョ
ン
２
０
２
５
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
命
を
奪
う
政
治
」
を
大
阪
市

内
で
開
き
、
近
畿
各
県
の
保
険
医
協
会
、
全
国
民
主
医
療
機

関
連
合
会
近
畿
地
方
協
議
会
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
近
畿
各
地
か
ら
３
５
０
人
が
参
加
し
た
。

協
会
か
ら
、
戸
井
逸
美
、
冨
本
昌
之
、
矢
部
あ
づ
さ
各
副
理

事
長
、
江
原
豊
、
斎
賀
史
郎
、
中
村
新
太
郎
各
理
事
と
会
員

家
族
・
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
局
が
参
加
し
た
。

題
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題

を
テ
ー
マ
に
報
告
し
た
ほ

か
、
政
府
の
進
め
る
病
院
の

統
廃
合
が
地
域
医
療
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か

を
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
各

府
県
の
地
域
団
体
が
発
言
し

た
。動

画
と
ゼ
ミ
で

動
画
と
ゼ
ミ
で

分
か
り
や
す
く

分
か
り
や
す
く

　

大
阪
府
保
険
医
協
会
の
井

上
美
佐
副
理
事
長
が
出
演
・

製
作
に
関
わ
っ
た
動
画
「
処

方
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
）
の

保
険
外
し
問
題
」
上
映
と
、

佛
教
大
学
の
長
友
薫
輝
准
教

授
と
学
生
に
よ
る
長
友
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
「
若
い
人
た
ち
と
共

に
考
え
る
社
会
保
障
」
の
模

擬
授
業
式
の
講
演
が
あ
っ

た
。
最
後
に
ア
ピ
ー
ル
で

「
防
衛
費
倍
増
よ
り
も
暮
ら

し
・
福
祉
・
教
育
へ
の
公
的

支
出
を
優
先
さ
せ
よ
」
と
訴

え
閉
会
し
た
。

街
頭
で
も
反
応
多
数

街
頭
で
も
反
応
多
数

　

集
会
後
は
な
ん
ば
駅
前
・

御
堂
筋
周
辺
で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

病
院
つ
ぶ
し
」「
医
療
を
守

れ
！
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ

た
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
。
街
頭
を
通
り
過
ぎ
る
府

民
に
加
え
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
も「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」の
文
字

と
白
衣
に
反
応
し
、
写
真
を

撮
る
姿
も
多
数
見
ら
れ
た
。

　

11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た

中
医
協
総
会
で
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
を
用
い
て
、
上
下
同
時

に
有
床
義
歯
を
作
製
す
る
場

合
、
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ

る
見
込
み
と
な
っ
た
。
今
年

12
月
１
日
の
収
載
予
定
で
期

中
改
定
と
な
る
。
販
売
名
は

「
デ
ィ
ー
マ
プ
リ
ン
ト
デ
ン

チ
ャ
ー
テ
ィ
ー
ス
」
と
「
デ

ィ
ー
マ
プ
リ
ン
ト
デ
ン
チ
ャ

ー
ベ
ー
ス
」。
間
接
法
で
製

作
し
、「
液
槽
光
重
合
方
式

３
次
元
プ
リ
ン
ト
有
床
義
歯

製
作
装
置
」
を
用
い
て
、
上

下
顎
を
同
日
に
装
着
す
る
。

１
顎
に
つ
き
２
８
２
０
点
を

算
定
す
る
。
詳
細
は
通
知
発

表
後
、
機
関
紙
等
で
お
知
ら

せ
し
た
い
。
な
お
、
日
本
補

綴
歯
科
学
会
か
ら
臨
床
指
針

が
出
る
予
定
。

「緊急財政措置と診療報酬
の大幅引き上げを求める」
歯科医師署名はコチラ

３次元プリント有床義歯（3DFD）
期中改定　12月から保険適用

健
保
も
含
め
３
月
ま
で
可
能
に

従
来
の
保
険
証
で
資
格
確
認

理
事　

斎
賀　

史
郎

南
河
内
に
３
次
救
急
が
な
く
な
る

参
加
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
５
年
12
月
版
歯
科
点
数
早
見
表

今
号
に
同
封
し
て
い
ま
す

街宣で訴える協会・近畿ブロック役員他
＝11月１日、なんば駅周辺　　　　　　

11月12日 中医協資料より

こ
の
講
習
会
は
会
員
限
定
と
な
り
ま
す

詳
細
２
面
参
照

詳
細
２
面
参
照
歯
初
診
・
外
安
全
・
外
感
染
・
歯
援
診
・
口
管

強
に
係
る
施
設
基
準
研
修
会
12
月
21
日（
日
）

　

通
知
後
、
新
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。


